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産学連携による太陽光発電のみらいを伝える展示開発プロ ジェクト

1 .背景と目的

太陽光発電の技術開発は、周知のように現在重要な世

界的テーマで、あるが、県内企業でも盛んに行われており、

さらに熊本県では「熊本県ソーラー産業振興戦略Jに基づ

き幅広く普及啓発につとめている。その成果もあり、県民

市民の太陽光発電に関する関心・認知度は日々高まって

いる。そして今後さらなる環境立県くまもととしての普及啓

発・認、知度アップを目指している。

昨年度、グランメッセ熊本の指定管理者で、ある熊本産業

文化振興株式会社は、平成20年度事業実施計画として、

熊本産業展示場の本来の目的である展示場機能を拡充

するために、「ソーラーパーク事業Jを具体的に設置した。

それは県が進める「熊本ソーラー産業振興戦略」の一環と

して、熊本産業文化振興株式会社、県内ソーラー産業企

業(富士電機システムズ・ホンタ守ソルテックら)、そして本学

工学部建築学科等が連携し、環境に優しい太陽光発電

の普及啓発と学生等に向けた教育フ。ログ、ラムを兼ねるも

のである。

とくに本学科が参画したものは、 具体的には「太陽光発

電の電力を利用する教育フ。ログ、ラム」の小中学生向けの

太陽光発電利用のジオラマ模型展示で、ある。それは太陽

光発電の可能性や未来のビジョンを示す「みらいのまち」

の都市模型で、あった。

今年度の木フ。ロジェクトは、太陽光発電の理解を支援し、

普及啓発につながる効果的ツーノレ・展示の企画・デザイ

ン・開発を目的とする主旨を継承し、 昨年度の問題点等を

改善、さらに効果的な展示となることを目的としている。

2. プロジェク ト概要

2-1昨年度の課題

昨年度は太陽光発電利用のジオラマ模型展示を行っ

たが、いくつかの間題点、課題点が挙げられた。

-学生の参加意欲向上・維持に関する課題

予め教員側で課題を設定し、その後学生に参加を11乎

びかけたため、学生の参加スタンスが多少受動的なと

ころがあり、参加意欲にばらつきがあった。

-維持管理の負担に関する課題

展示模型には「触れないでj と書かれているにも関

わらず、触れる観客が多かったため、 プラ板等の模型

材料で製作し、回転や振動など動きを伴う都市模型が

損壊することが多かった。それを逐一補修しなければ
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ならず、メンテナンスの負担が大きかった。

これらの課題点を克服するため、本年度はまず参加

学生を呼びかける際に、課題を未設定とし、参加学生

とともに課題をつくっていくこととした。そして維持

管理の負担が大きくならないよう、製作のベースを学

生から業者に移行し、なるべく「壊れにくしリものに

なるよう改善を図った。

2-2産学で「課題」をつくる

090824 呼びかけに応じて集まった学生、グランメッ

セ熊本、富士電機システムズの関係者、本学科教員に

よる第一回研究会が行われた。事前にソーラー、教育

プログラム、展示というキーワードのもとに各自案を

持参するよう通達し、 学生が各自の考えを発表するか

たちで進行した。それをもとに全員で協議し、本年度

の課題(条件)が設定された。

090908 課題のもとに、学生が各自 1案持参し、プレ

ゼンテーション。光をチューブ、で自在に取り入れる小

屋や、ソーラーブロックをレゴのように子供たちが組

み立てられる小屋など、様々なアイデアが提案された。

その後創造性や発展性、現実性などの評価ポイントの

もと全員による投票が行われ、2案に絞られた。その

2案に有志が協力するかたちで次固までにブラッ、ンュ

アップすることとなった。

090929 ソーラーエネノレギーを利用した「プラネタリ

ウム」と、人食花のように花びらが動く IFLOWER

HOUSEJの2案がそれぞれ具体的な機構や形状などを

検討し、その結果をプレゼンテーションした。太陽電

池の技術者、展示の運営者、建築の設計など様々な観

点から質疑がなされ、それをふまえて実施案は「プラ

ネタリウム」となった(図1)。

図1プラネタリウムの完成イメージ






